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「カリキュラム・オーバーロー ド」の改善を求める意見書提出の請願書



1 請願 の趣 旨

現在、国の中央教育審議会 「教育課程企画特別部会」において、 10年 に一度

見直 しが行われ る次期学習指導要領改訂 に向けて議論が行われてお り、 2025年

度秋 までに次期学習指導要領 についての大枠 の方向性 を示 し、2026年度 中に答

申 。改訂 を行 うとしています。

文部科学省 の調査 (2024年 12月 )に おいて、小・ 中 。高を合わせ る と41万 人

を超 える不登校の子 どもの数が報告 され、特別支援学級や特別支援学校 に在籍

す る子 どもたちの数 も、過去最多を記録 しています。 この一因 として、 この間

の学習指導要領 が改訂 の度 に内容が難 しくな る とともに、荻科書のペー ジ数 も

増 えてお り、子 どもた ちの負担になつてい ることも考えられます。 また、学校

現場では慢性的な教職員不足 も続いてお り、子 どもたちのゆたかな学び を保障

す るための教材研究や授業準備の時間を十分 に確保す ることが困難 な状況 とな

っています。

学習指導要領 の改訂 は、子 どもたちのゆたかな学びの保障や、教職員 の 「働

き方改革」に大 きくかかわ ります。「カ リキュラム・オーバー ロー ド」 (国 の教

育課程基準に基づき、学校が定めた教育課程 の時数 と内容が過多になつてい

て、子 どもや教職員 に過大な負担がかかつてい る状態)等 を改善す ることが喫

緊の課題です。 このた め、次期学習指導要領 の内容の精選や、標準授業時数の

削減が強 く求め られ ます。

つ きま しては、次の事項が実現 され るよ う、地方 自治法第 99条 の規定に基づ

き国の関係機 関への意 見書提 出を請願いた します。

2 請願事項

子 どもたちのゆたか な学びを保障す るため、「カ リキュラム 。オーバー ロー

ド」の早期改善のた め、学習指導要領 の内容 の精選等を行 うこ と。

3 要請先

衆議院議長
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内閣総理大臣
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